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はじめに 

 小山市立中央図書館の農業支援サービス事業は、

取り組み開始から今年で 10周年を迎える。「図書

館は小山の農業を応援します！」をキャッチフレ

ーズにこれまで進めてきた図書館ならではの支援

事業を振り返り、今後の展望を見据えていきたい。 

 

１．小山市発祥の農業支援サービス 

１）始まりはビジネス支援サービス 

小山市では、職員の自己啓発を図ることを目的

に平成９年度より職員がグループで自主的に研究

活動し、市の政策課題等をテーマとした政策提言

をする自主研究を推進している。 

平成 16年、小山市役所職員 8人による自主研究

グループ「ビジネスサポーターズおやま」が「図

書館・公民館との連携による『ビジネス支援体制』

の構築について」をテーマに調査研究に取り組ん

だ。先進ビジネス支援図書館の視察や市役所内外

の現状調査・分析等を経て課題を抽出し、研究を

進めた結果、６つの事業を提案した。市の助役（現

在は副市長）を委員長として構成される自主研究

支援委員会による審議の結果、４事業が「市の施

策として有効と認める」とされ、さらにそのうち

の３事業が平成 17 年度当初予算において予算化

された。ビジネス支援バックアップ事業の始まり

である。 

小山市は、国道４号および 50 号、JR 東日本の

東北新幹線、宇都宮線、水戸線、両毛線が縦横に

交わる交通の要衝であり、首都圏に近いという恵

まれた立地条件を背景に工業都市として発展を遂 

 

げてきた。ビジネス支援サービスはこれからの「市

民に役立つ図書館サービス」を考える上でも重要

な役割を担うと期待された。 

なお、認められたのは、以下の４事業である。 

①ビジネス支援コーナーの設置 

②ビジネス支援図書館の創設 

③元気アップビジネスセミナーの開催 

  ④おやまビジネス支援連絡会の構築 

 おやまビジネス支援連絡会は、小山農業協同組

合、小山商工会議所、間々田商工会、桑絹商工会、

小山市美田商工会、白鴎大学、小山工業高等専門

学校、関東職業能力開発大学校、小山市の関係す

る課に所属する担当者で構成された。そして各職

場の知恵・知見を提供し合い、交流することで情

報を共有し、それぞれの事業展開の相乗効果に寄

与する役割を担うものとして運営を開始した。 
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写真１ ビジネス支援コーナー 
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２）農業分野で起業するセミナー受講生 

 小山市立中央公民館との共催で、創業・起業す

る人向けに開催した初めての「元気アップビジネ

スセミナー」は全 10回、各回３時間のカリキュラ

ムで定員 15人。カリキュラムは小山商工会議所で

既に実施している「創業塾」等との棲み分けをし、

創業に迷いのある人、何かを始めたい人などを対

象にしたきっかけづくりになる内容とした。 

このセミナーには定員を超える 19 人の申込み

があり、その反響に喜ぶとともに、閉講後には受

講生から起業家が誕生するという大きな成果を得

ることができた。起業の分野はさまざまだが、中

でも農業分野での起業家が複数生まれたことによ

り、私たちは小山市の地域特性をあらためて認識

することになった。即ち、小山市は「水と緑と大

地」の豊かな自然に恵まれたまちであるというこ

とだ。 

セミナー受講後に農業分野で起業したのは、道

の駅思川でジェラート店を開店した酪農家の妻、

都内の会社を定年退職後に小山で農業を始めた元

会社員、息子とともに野菜の直売所を始めた主婦

など。それぞれセミナーを受講する前は、自分が

本当に起業できるか迷いや悩みがあったようだ。

しかし、無料で誰でも利用できる図書館でこうし

たセミナーを開催し、資料を揃え、関係機関との

連携によって専門家への橋渡しをしたことが、彼

らの迷いや悩みを解決する糸口となった。「開催案

内を見て、私のためのセミナーだ！と思い、すぐ

に受講を申し込んだ」と当時を振り返る受講生の

言葉は、とても印象深い。 

図書館の資料と機能を市民にもっと利用し役立

ててもらうために、「農業」は当館の重要なキーワ 

 

ードとなった。 

 ３）農業支援サービスの始まり 

 平成 19年、文部科学省の「地域の図書館サービ

ス充実支援事業」に応募、採択され、約 108万円

の補助金を受けて、農業支援サービス事業を開始

した。 

 折しも小山市では、この年から「団塊・シニア

地域活動推進事業」を進め、農業講座の実施や農

業体験農園等の開設などのグリーンツーリズムの

推進や就農支援に力を入れるなど、「農業」が地域

の大きな課題とされた。 

図書館には、農業に関する資料も豊富に揃って

いる。図書館の資料と機能を使い、関係機関と連

携し、地域に根ざした図書館サービスの充実と農

業の活性化および地域振興・発展に貢献すること

を趣旨としたこの事業は、市の政策方針にもしっ

かりと合致した。だからこそ、文部科学省の委託

期間が満了した次年度以降も市の重点事業として

継続することとなり、10年が経過したというわけ

だ。 

農業支援サービスは、小山市独自のビジネス支

援のスタイルとして市内外から注目され、多くの

新聞や雑誌等に紹介記事が掲載された。当時、実

施した事業は、以下のとおりである。 

① 生産者への情報提供 

 ・農家向けの図書館案内パンフレット作成 

 ・農業支援コーナーの設置・充実 

 ・農業なんでも相談室の実施 

 ・「農家・消費者のためのインターネット講習

会」開催 

② 消費者への情報提供 

・「おやま地産地消ライブラリー」の作成 

・おやまブランド特産品コーナーの設置 

・関係機関との連携による農業支援の PR 

 （小山市農業祭への出展） 

・「消費者のための食の安全講座」の実施 

・「地産地消のお店」メニューの収集 

・「としょかん朝市」の開催 

③ 農業ビジネスの情報提供 

・農業ビジネスの資料提供、関連図書リスト

の作成・配布および専門窓口紹介 

・農業ビジネス講座の実施 

④ おやまブランドの全国発信 

・支援事業の広報紙および公式ホームページ 

写真２ 元気アップビジネスセミナー開講 
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での広報・報告 

・ケーブルテレビとの連携およびマスコミへ

の情報提供 

・市内小・中学校での総合学習教材としての

利用促進 

・「おやま地産地消ライブラリー」の充実 

 

２．ALAポスターセッションでの情報発信 

今年６月にイリノイ州シカゴ市で開催された米

国図書館協会（ALA）年次総会でのポスターセッシ

ョン 2017において、当館の農業支援サービスの取

り組みが紹介された。ビジネス支援図書館推進協

議会（BL協議会）が日本の事例として当館を含め

３件を応募し、全て ALAに認められ、紹介された

ものである。 

ビジネス支援図書館推進協議会は、平成 14 年

12月に、創業支援経験者と図書館関係者が協力し

て設立された。創業とビジネスを支援するビジネ

ス支援図書館の創出を通して図書館の発展に貢献

し、中小企業へのビジネス支援や市民の起業・創

業を呼び起こすことにより、地域経済そして日本

経済発展に寄与することを目的としている。今年

が初めての参加という ALAポスターセッションに、

小山の取り組みを選んでいただいたのは大変光栄

なことであった。 

ポスターは、サイズが縦 120cm×横 240cm、内

容は、記録写真やイラストを多用して、農業支援

サービスの始まりから現在までの活動の様子が順

を追って見られる構成とし、今後も継続していく

サービスとして結んだ。また、展示品としてキャ 

 

ッチフレーズ「図書館は小山の農業を応援しま

す！」を印刷したのぼり旗や、ポスターに掲載し

きれなかった記録写真をまとめたフォトブックを

用意し、配布用として小山の農業に関するパンフ

レット・チラシ 10種類を各 20～30部用意した。

配布用はもちろん英語表記があるものを中心とし

た。 

現地会場では、世界各国の図書館活動の事例

150 件が、ポスターにして紹介された。プレゼン

ターとして当館の取り組みの紹介を担ってくださ

った田村俊作氏（BL協議会理事、慶応義塾大学名

誉教授）によれば、持ち時間 90分の間に訪れた来

場者からは、「ポスターの構成がわかりやすい」「と

しょかん朝市、農業祭への出展、かんぴょうスピ

ーカーの展示など、発想がユニーク」「公共図書館

が農業を支援する、それこそ私たちもやりたいこ

と」など、高評価をいただいたとのことだ。 

 

３．今年度の事業概要 

 農業支援サービスの各種事業は、この 10年の間

に多少方法や形を変えたものもある。アンケート

や利用状況などから利用者の要望・動向に合わせ

て変化してきた。現在実施しているものは以下の

とおりである。 

 １）農業支援コーナーの運営 

  小さなコーナーではあるが、大まかに４ 

つのテーマで図書資料を集めている。 

①始めてみよう農業 

②農作物の育て方 

③食の安全について考える 

④農業ビジネス 

写真３ 「としょかん朝市」での野菜販売によ

る事業 PR（図書館正面入口前） 

 

写真４ ALAポスターセッションの様子 
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日本十進分類法（NDC）では別の書架に配架され

てしまう図書でも、これらのテーマに合うものが

一か所に並ぶ。随時入れ替えする。 

２）ブックリストの作成 

ビジネス支援と合わせて、年に６回ほど。館内

掲示、配布、ホームページに公開。 

３）家庭菜園のコツ！相談事業の実施 

  ①DVD上映会＆公開相談室（5月実施済） 

  ②個別相談室（6月実施済） 

 いずれも事前に質問・相談を受付し、当日に相

談員が回答する。相談員は栃木県農業振興事務所

より派遣を依頼した。回答の際は、オンラインデ

ータベース「ルーラル電子図書館」（農文協）も活

用する。 

 主な相談内容は、野菜の栽培について、肥料・

土・農薬について、病害虫の防除対策についてな

ど。公開相談室では、それぞれ異なる野菜につい

て相談されるが、専門家である相談員からの回答

に加え、参加者どうしの情報交換等もでき、好評

を得ている。個別相談室では、ひとり 30分の時間

内でじっくりと相談できるため、終了後のアンケ

ートでも「勉強になった」「他の人にも役立ちそう」

など、満足度が高い。 

４）ホームページ「地産地消ライブラリー」の

充実 

小山市の農業関連情報を掲載する他、大手レシ

ピサイト「クックパッド」に公開中の「小山市公

式キッチン」にもリンクしている。 

５）小山市農業祭への出展（11月予定） 

中央図書館の事業紹介や食育をテーマにした絵

本の読み聞かせを行う。 

  

 会場は、小山総合公園の第３駐車場。特設

のステージでは優良農家や優良農業団体の表

彰、新規就農者の紹介などが行われ、その前

にずらりと並ぶテントでは農畜産物の展示販

売、おやまブランド品の販売、６次産業化新

商品の試食・販売が行われる。 

  中央図書館は、市の農業関係各課や関連団

体等の展示・PRと並んで出展している。来場

者からは「なぜここに図書館が？」の声が聞

こえることもあるが、食育をテーマとした絵

本を見れば「図書館に行ってみよう」と思い、

またテント内に掲示した事業報告等を見れば

「図書館はこんなこともするのか」と認識を

新たにする。 

  潜在的な利用者を掘り起こし、図書館を活

用してもらうために、農業祭での PRは効果的

である。 

６）農業支援サービス 10 周年記念事業（11 月

頃実施予定） 

 今年度は、農業支援サービス事業が 10周年を

迎える。10年間の活動や成果を振り返り、新た

な 10年への指針作りをする予定である。 

 ①としょかん朝市 

 ・小山市産の野菜販売、おやまブランド品の

展示等 

 ②記念シンポジウム 

 ・基調講演 

 ・ALAポスターセッション参加報告 

 ・新規就農者事例発表 

 ③農業支援サービス事業活動報告展示 

 

 

写真５ 農業支援コーナー（左は、ブックリス

トと図書の展示） 

写真６ 小山市農業祭での読み聞かせ 
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４．今後の展望 

 そもそも、図書館におけるレファレンス（調査

相談）サービスは、利用者から寄せられる趣味や

日常生活上の疑問、学問や仕事上の調査研究にお

ける質問や相談などについて、図書館の資料や機

能を活用して利用者を援助することである。必要

に応じて、県内外の図書館や専門機関などを紹介

するレフェラルサービスも行う。 

 どんな相談でもまずは聞き取り、調べて回答す

る、という職業的習慣が司書には滲みついている。

図書館が当然のこととして日常的に行っていたレ

ファレンスサービスではあるが、何を尋ねられて

もある程度調べられる資料を収集し、整理してお

く、それはどちらかと言えば受け身の姿勢であっ

たかもしれない。 

公立図書館は、「図書館法」に基づき、地域住民

に図書館サービスを無料で提供する。そのサービ

スは地域のニーズに合わせて展開していかなけれ 

 

ばならない。ビジネスセミナー受講生の起業をき

っかけに、小山市の地域特性を見据えて始まった

農業支援サービス事業は、「おやまビジネス支援連

絡会」や関係機関との連携により、地域の課題を

抽出、共有し、図書館を使った解決のための情報

提供に取り組んできた。受け身ではなく積極的に

館外に出て、人や機関とつながることが、図書館

サービスを大きく変えた。そして利用者から一定

の評価を得て、今年が 10周年の節目である。 

今後は、誰もが気軽に無料で利用できる図書館

施設と資料、課題解決のための情報探索を支援す

る司書の存在を、地域創生・活性化に役立ててい

くために、今までに培ってきた顔の見える連携を

大切にしながら、司書の専門性を更に向上させて

いくことが課題である。 

 当館全体の「豊かな人と地域を創る図書館」と

農業支援「図書館は小山の農業を応援します！」

のキャッチフレーズを再確認し、引き続き事業に

取り組んでいきたい。 

 

図１ 10周年 PR用掲示物 

図２ 事業 PR用掲示物 

図 3 キャッチフレーズ画像 

 



 
＊明治大学和泉図書館事務長 〒168-8555 東京都杉並区永福 1-9-1 
Akiko ORITO Manager Izumi Library Office, Meiji University Library, 1-9-1, Eifuku Suginami-ku, 
Tokyo, 168-8555, JAPAN 
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１．はじめに 

 明治大学和泉図書館の紹介を本誌 No.185（2017

年 3月）に掲載していただいた。文中において、

和泉図書館建設計画について、その体制や関わっ

た方との関係性については別の機会に譲りたい、

と記したことから、本紙編集委員会から改めてそ

の機会を頂戴することとなった。こんなに早くそ

の機会が巡ってくるとは思ってもいなかったため、

執筆にあたり準備が不十分なところもあったかも

しれない。その点ご容赦いただくとともに、この

ような機会をいただけたことに感謝申し上げたい。 

 2012 年 5月に開館した和泉図書館では、これま

で 400 件以上の事前申込による見学案内を行って

きた。その見学目的、見学者は様々である。見学

目的は、新図書館建設や一部改修の参考としての

施設見学のほか、建設計画はないが新しい図書館

事例や運用サービスを学ぶための研修的意味合い

として見学される場合などである。見学者として

は、図書館関係者、設計者、図書館が所属する組

織の施設管理者のほか、組織の代表者などである。

図書館関係者は、図書館職員、研究者、図書館関

係業者などで、大学のみならず、国内各種図書館

のほか、海外からも来館されている。このほか、

案内不要の自由見学者も多数である。 

 和泉図書館は、これら多くの見学者の方々から

も賞賛の言葉を頂戴してきたが、図書館界、建設

業界からも高く評価を受け、様々な賞を受賞した。

2016 年度に、これら受賞の表彰状及び盾を、建設

計画に関わった関係者への感謝の意を込めて、和

泉図書館入り口ゲート横のインフォメーションカ

ウンター上部の壁にディスプレイした。 

 

２．検討体制 

 私が見学案内をする際に必ず話すことは、和泉

図書館建設計画における体制とプロセスである。

その特徴は、大学の施設管理部署（施設課及び調

達課）と設計者と図書館職員が全行程において連

携体制を取り、協働してきたことである。建物は

そこで展開される活動に基づいて設計されるため、

運営者である図書館と建物をつくる設計者との連

携は非常に重要である。図書館職員は、建設計画

の検討過程で、旧図書館での活動に加え、新たな

活動イメージや機能を十分検討し、それを設計者

に示していく。その具体的なイメージや与条件か

ら設計案が提示されると、図書館職員は、その提

案で図書館の機能が果たせるかを考え、判断し、

設計者に返す。この繰り返しによってより良い設

計案が提案されてくる。和泉図書館の建設計画で

は、「より良い図書館をつくろう」という一人ひと

りの意識が共通の目標となり、もっといい案はな

いか、と徐々に熱が入り、それぞれの立場で皆が

追求し続けるようになっていったのである。そし

て、同じ目的に向かって皆で一緒に取組むことで、

大きな力となり、それが成果につながり、結果と

してこのように多くの評価を受けることになった

のではないかと思っている。 

明治大学和泉図書館（2012 年 5 月開館）建設計画における    

協働体制 

The collaboration system in construction plan of Meiji University Izumi Library. 

折戸晶子＊ 
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現在は他大学・他機関でも同じような事例も増

えてきたようであるが、当時は、図書館職員が施 

設部門や設計者と関わるのは基本設計くらいまで

で、その後の計画最終段階まで同じ会議体に出席

することはほとんど事例はないと聞いていた。和

泉図書館の場合、図書館職員は、竣工日まではも

ちろんのこと、開館後のアフター定例の会議にも

出席し、関係者とともに歩んできた。このような

体制で取り組んできたことで、利用者の使い勝手、

建物としての評価、運営面での機能がバランスよ

く融合された図書館が完成したのではないかと感

じている。 

 この計画において、図書館職員は、設計者側と

の協働体制と図書館全体での検討体制の両方で活

躍した。図書館内に６つの WGを設置し、全キャン

パスの図書館職員がいずれかの WG メンバーとな

りこの計画に関わった。そして、図書館の責任者

や WG 座長が設計定例や分科会などの会議体に出

席し、図書館と設計者及び大学施設管理部署との

連携に努めた。 

 

３．価値観の共有 

 このような体制で図書館職員が終始関わりを持

てたのは、施設課職員の考え方が大きく影響して

いる。その考え方の根底にあったのは、「みんなで

価値観を共有し、ものづくりをする」、というもの

であった。そのために最初に行ったことは、他大

学・他機関の図書館見学であった。 

図書館職員が見学先を選定し、施設課職員とと

もに見学のポイントを打合せ、報告書の書式を作

成した。見学当日は、それぞれの立場や視点から

見学先の方に質問させていただき、見学後は報告

書を作成し、内容を共有した。時には見学後に時

間を取って、お茶を飲みながら語り合ったりもし

た。そうするうちに、図書館職員、施設課職員、

設計者それぞれの視点を互いに理解できるように

なっていった。そして、報告書には、一般的に良

い点・悪い点、和泉図書館に取り入れたい点・取

り入れない点をまとめた。三者での見学は、設計

初期の 2009 年の夏に集中的に実施し、20 か所を

見学した。その後、2011 年までの間、それぞれが

見学した総数は 80 か所にも及んだ。 

この見学を行ったことで、“どこどこの何々のよ

うな”、という表現だけで同じイメージを持つこと 

 

ができ、議論も効率よく行われていった。 

 

４．会議 

 検討プロセスにおける会議体の概要を図に示し

た。開催状況の一部を紹介しよう。和泉キャンパ

ス新図書館建設委員会（以下、「建設委員会」）は、

2008年～2011 年の間で 16回開催した。設計定例

は、2009 年 6 月 17 日を初回とし 2010 年 6 月 23

日までに 48回開催した。この図にはないが、工事

が始まってからは現場定例が開催され、2010 年 9

月 22日から 2012年 2月 29日までに 70回開催し

ている。このほか、設計定例のもとに各分科会が

設置され、それぞれ 20～30回開催されている。 

 図書館内の WGは、設計定例、分科会と連動する

形で活動してきたため、日常業務の傍ら、ほぼ毎

週にわたって WGが集まっていた。 

 私は、全体を通して少しずつ関わりを持たせて

いただき、図書館側の意向を施設課や設計者に理

解してもらえるように説明し、また、その逆に設

計提案を図書館職員に正しく伝わるように努めた。 

 

５．設計図を読む 

 設計定例では、建設委員会で作成した基本コン

セプトと図書館側が作成した与条件表に基づき、

毎回図面で提案が出される。最初は、フロア配置

の検討のためのざっくりとした図面であるが、検

討が進むにつれ総合図が作成されてきた。このよ

うな総合図は、図書館職員が読めるものではない

が、それでも確認するようにと施設課職員から言

われた。それは、皆が責任を持って取り組むとい

う姿勢の一つの表れであったと思う。代表的な図

面上の記号の説明を受け、わからないなりにも図

面上を仮想歩きしてみる。図面歩きは、必要に応

じて WG メンバーにもお願いした。素人の強みで、

わからないこと、疑問に感じたことは恥と思わず、

小さなことでも設計者に尋ねた。これに対して設

計者はどんな些細な質問に対しても誠実に答えて

くれた。図書館側が重点的にチェックしたことは、

利用動線と管理動線において不都合がないか、備

品や設備面での配置に不都合がないかなどである。 

 また、書架・家具備品定例会議では、書架や閲

覧席などの備品の検討をし、それらの施工図のチ

ェックも行った。この施工図も図書館職員にはな

かなか読み解けないものであったが、調達課の職 
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員とともに時間を惜しまずに丁寧にチェックした。

特に利用面で気になる高さやサイズ感、利用者の 

体に当たる見付け部分や曲線の具合などを細かく

確認した。管理面でも、例えば雑誌書架の面置き

の新着雑誌棚の角度やタイトル表示箇所のサイズ

などに注視した。 

 

６．モックアップで確認 

 この計画において、モックアップの製作が沢山

行われたことを報告したい。閲覧席、椅子、書架

などの備品やサインだけでなく、天井などの内装、

さらにはルーバーやガラスなどの外壁までのモッ

クアップを各施工業者が製作してくださった。 

 閲覧席は、6 種類の形それぞれに荷物棚の高さ 3

種類、奥行き 2種類、見付け部分の形状 2種類、

パーテーション 3種類が製作された。これらを学

内に一ヶ月ほど展示をし、図書館・施設課・調達

課の職員に実際に座ってもらい、アンケートを行

った。閲覧椅子、ラウンジチェアなどもしばらく

展示し、座った感触や高さなどを確認し、より良

い形になるよう設計者とも相談し、修正していた

だいたこともあった。これとは別に、閲覧席のタ

スク照明について、照度や照射範囲、照明器具の

位置なども確認した。 

 書架については、基礎部分の施工方法、本体部

分の棚板や塗装、側板のデザインと書架サイン、

さらにリーディングライトの照明器具デザインと

色合いなどをモックアップなどによって確認した。

図書館職員が特にこだわったのは書架サインであ

る。書架移動の度に書架サインを変更しなければ

ならないため、書架サインの変更作業がしやすく、

見栄えも良いものにすることを重視し、細かい部

分まで修正していただいた。さらに、書架耐震実

験が行われ、施工業者によって書架・架台の構造

検討がなされた。構造検討のような専門的な検討

には、通常設計者と施設課職員で行われるのであ

るが、今回は、図書館職員も同席させていただい

た。耐震実験は、国内・海外の過去の大地震の地

震波７種類について行われた。書架に図書館の配

架状況と同じように本を並べ、それぞれの地震波

で揺らし、架台の強度、架台と書架の接合部の変

位、書架全体に歪みや亀裂が生じていないかなど

を確認した。この実験を踏まえ、耐震性能をより

高めた施工をしていただいている。 

 

ルーバーを配した外壁については、窓際席に座っ

た時に目線にルーバーが入ってこないように設 

計されており、なるほどこうなるのか、と体感で

きた。設計者はルーバーの角度を入念にチェック

していた。この時、天井の素材、デザインも確認

している。 

壁面ガラスも数種類用意されており、微妙に異

なる色味についてどれが良いか皆で話し合った。

また、施工方法についても幾通りかあり、設計者

と施設課職員でどの方法で行うか打ち合わせてい

た。 

 フローリングについては、音の問題から慎重に

検討されていた。そこで、実際に施工されている

施設に行き、足音の響き方を確認し、納得した上

で施工していただいた。 

 和泉図書館では、立体的なサインを多く取り入

れている。紙を二つ折りにしたような室名サイン

は、曲げたところの膨らみの具合を確認し、切り

文字のような階数サインは、工事現場でサイズと

設置位置を確認した。施工業者が最も力を入れた

のは、日本十進分類法（NDC）区分表サインである。

類ごとに１冊の本を模ったサインは、表紙・背表

紙部分に金文字で分類番号を表記し、天・地・小

口はまるで本物の紙のようになっている。それら

の構造や本の大きさ、色、文字サイズなどを確認

した。 

 

７．優先順位と取捨選択 

 これら総合図やモックアップを確認させていた

だきながら、一つ一つ形になっていくことを実感

し、喜びを感じた。しかし、計画途中で予算が削

減されたり、建設条件やその他の制限により、取

り下げたものもいくつかあり、全てが当初の予定

通りに進んだわけではない。そういった状況にお

いても、皆がそれぞれの立場で最善を尽くし、代

替案を提案したり、運用面でカバーする方法を考

え、常に優先順位を念頭に置き、取捨選択を決断

してきた。図書館職員も納得した上で選択してき

たので、完成後に知らないうちに変更されていた、

などということは一つもなかった。このようなこ

とができたのも常に共に検討する体制が整ってい

たからであろう。 
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８．図書館職員の関わり方 

 物理的な建物を作るのは、建設関係者であるが、

その建物を使う者がそこに命を注ぎ込むことで、 

はじめてその建物が生かされるのだと私は考えて

いる。図書館を運営する図書館職員がここで何を

したいのか、利用者にここでどんな活動をしてほ

しいと考えるのか、新しい図書館像をいかに思い

描けるか、そういったことを自分自身に、そして

皆にも問いながら計画を遂行してきた。 

 旧図書館での利用状況はそれほど多いものでは

なく、勉強や読書が好きな学生や必要に迫られて

利用する学生がほとんどで、学生数の 3～5割の利

用にとどまっていた。新図書館計画では、既に利

用している学生だけを対象にするのではなく、利

用していない学生も日常的に利用したくなるよう

な図書館となることを目指した。そこで、既に利

用している学生の行動パターンのみならず、本学

学生全体の性質を見極め、どんな学生でも利用し

やすく、また、管理運営もしやすくすることを考

え続けた。そうすることでより良いサービスが提

供できると考えている。そのため、運営面での要

望を設計者に伝え、施設課の調整のもとで計画を

遂行してきた。 

計画を遂行する我々自身が、学生たちであふれ

かえる様子、学生一人ひとりが笑顔で誇りを持っ

て様々な活動を図書館で展開している姿を想像す

るようになり、楽しい気持ちになっていった。そ

んな気持ちを持っていると発想が柔軟で豊かにな

り、色々なアイディアが浮かんでくるものである。

こういった発想も多くの事例を見学させていただ

いたためであろう。実際に見て、感じて、考え、

そして皆で話し合う。それを繰り返していくうち

に自然とアイディアが浮かび、それぞれがより良

い図書館を作りたいという思いが募っていった。

関係者全員の思いが詰まった和泉図書館は、今で

は学生数の 5～7割以上の学生が利用している。 

 

９．さいごに 

 建物づくりは一人でできるものではない。多く

の人たちと共に作り上げるものである。より良い

建物はより良い人間関係から生まれる。自分自身

の役割を全うし、相手を尊重する姿勢が大切であ

る。そんなことを学んだプロジェクトであった。 

 図書館職員は、図書館のビジョンをしっかり持 

 

ち、要望を整理し、設計側に十分伝わるように説

明できなければならない。設計者は、図書館職員

の想いに共鳴し、それを形にしていく。その想い 

が強いほど、設計者の心にも強く響くのではない

だろうか。また、このプロジェクトで施設課員が

一級建築士の資格を持ち、設計の実務経験があっ

たことも功を奏した。大学職員と建築士の両面か

ら図書館と設計者の間に立ち、全体のバランスを

考えながら丁寧に調整してくれたことは大変有難

かった。そして、開館後の運用も大事であり、利

用サービスのさらなる向上とともに建設当時の美

観を損なわない心配りを継承している。 

 冒頭申し上げた見学者の中には、和泉図書館見

学後に新図書館を開館されたところもあると聞い

ている。和泉図書館の事例が新たな図書館づくり

に少しでも役に立ったのであれば幸いであるし、

そうであると願いたい。 

 最後に、ここに述べてきた和泉図書館建設計画

の連携体制で協働してきた方々はもちろんのこと、

工事現場の作業員に至る全ての方々に対し、改め

て心より感謝の意を表したい。 



 

 
＊明治大学学術・社会連携部和泉図書館事務室 〒168-8555 東京都杉並区永福 1-9-1 

Mariko SAKURAI,Izumi Library Office Academic and Community Relationships Division,Meiji University 
1-9-1, Eifuku Suginami-ku, Tokyo, 168-8555, JAPAN 
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海外図書館の最新動向 第 10 回 

 
１．はじめに 
 明治大学図書館の職員として，私立大学図書館

協会の助成を受け，2016 年 6 月に丸善雄松堂・

図書館総合展主催の「ＡＬＡ・米国図書館研修 1)」

に参加した。参加目的は，米国図書館における独

特な取り組みや先進的な事例を視察し，図書館の

空間づくりのヒントを得るためであった。本研修

会では，バックヤードツアーの他，現地スタッフ

とのミーティングが設定され，現地職員の声を聞

く好機となった。 
訪問した２都市８機関の中で，特に印象に残っ

た図書館について，空間づくりや展示方法に着目

し，紹介していく。 
 

２．訪問事例 
Joseph Mark Lauinger Memorial Library   
（図１） 

ワシントンで最も印象に残った訪問先は、広大

な敷地のジョージタウン大学（表１）の図書館で

ある。 
キャンパス内には，本図書館以外にも法律や科

学などの１０分野に分かれている。蔵書数は，約

３８５万冊の規模である。授業期間については，

平日は２４時間，週末は朝８時か翌３時まで開館

している。 
２階にはラーニングコモンズの機能を果たして

いるグループスタディーエリアがあった。空間と 

 

しては，オープンスペースに椅子と机がある伝統

的な図書館様式であった（図２）。従来より，図書

館での食事は禁じられてきたが，同フロアは，館

内で唯一飲食可能なエリアとなっている。その一 

米国図書館に見る図書館の「進化」 
 The evolution of library seen from the American libraries 

A Series on the Current Trend of Overseas Libraries：The 10th part of the series 

櫻井 真理子＊ 

表 1 ジョージタウン大学基本情報 

図１ 図書館入口 
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角に「MIDNIGHT MUG」という深夜２時まで営

業しているカフェがあり，長時間在を目的とする

利用者のニーズに応えたサービスが実現されてい

た。 

訪問時は，長期休暇期間につき，多くの学生は

見られなかったものの，他のフロアと比べても利

用が多いエリアとなっているそうだ。また，特定

のフロアのみを飲食可といった運用にした場合，

他のフロアでの飲食マナーは守られているのか，

現地スタッフに尋ねたところ，「食事はこのフロア

のみと決めたことにより，ルールを破ってまで他

のフロアで食事をとる学生は，ほとんど見られな

くなった。」というように，利用者の意識が変化し

ている。また，各フロアの入り口に（図３）のよ

うなサインが設置されていたことで，来館者全員

に周知できるような仕組みにとなっていた。この

事例より，注意喚起のサインを誰もが目にする場

所にわかりやすい内容で設置することで，利用者

マナーの向上につながるということが分かった。 

 

2001 年に開室した１階Gelardin New Media 
Center（図４）は，２４時間開室となっており，

様々なサービスを提供している。サービスカウン

ターには，専任図書館員と学生スタッフが配置さ

れている。同センターでは，個人での購入が難し

い，一眼レフ，３Ｄカメラからプロが使用するビ

デオカメラ等を取り揃え，デジタル・ネイティブ
2)といわれている世代の興味関心を惹きつけてい

る。入り口すぐのデジタルサイネージには，貸出

機器とそれらで製作した映像が流れていた（図５）。 
その他には，創造・編集の場として撮影スタジ

オ，音楽製作室，ビデオ編集室にバーチャルリア

リティが体験できる設備が整っている。これらの

備品や設備の導入により，かつて別々の場所でし

かできなかった知識の吸収―ICT の活用―創造―

編集―共有などの一連の学習プロセスが図書館内

で出来るようになった。 
また，同センターでは，スキルアップ支援とし

て多彩なオンラインチュートリアルプログラムを 図３ 飲食マナー掲示 

 

図４ Gelardin New Media Center 

 

図５ センター入口サイネージ 

 

図２ グループスタディーエリア 
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提供するlynda.com3)を利用者は無料でフルアク

セスできる。 
本図書館は，既成概念にとらわれることなく，

食事を条件付きで可としたり，多くの利用者に図

書館に来てもらうために最新の機器を取りそろえ

るなど，従来の図書館の役割から一歩先に進み，

ワンストップ型の新しい学習の場として機能して

いた。 
 
オ ー ラ ン ド公 共 図書館 Orange Country 

Library System  
オーランドの公共図書館（表２・図６）は，「図

書館は本を読む場所」という常識を覆す，多機能

な複合施設だった。正面入り口から入ると右手に

返却カウンター，左手に貸出カウンター正面には，

インフォメーションカウンターで構成され，誰が

見てもわかる明快な構造になっていた。 
入り口スペースにある数ある展示の中でも気に 

 

 
なったのは，図書館スタッフによるおすすめ本展

示（図７）“LIFE AFTER GRADUATION”の特

集である。学生ならだれしも興味関心を持つテー

マである。卒業後の人生について考える機会を与

えることによってはじめて，必要なスキルを学ぶ

ことに繋がるのだろうと本展示には関心させられ

た。筆者が務める大学図書館においても，特に入

学して間もない学生をターゲットにして，真似て

みたい展示テーマである。 

本館には，メルローズ財団からの寄付をもとに

設立されたメディアセンター通称メルローズ・セ

ンター4）がある。グループで利用できるメルロー

ズコモンズをはじめ，会議室，映像や音声などの

編集スタジオ（図８），ドライブシミュレーター（図

９），サウンドブース（図 10）等多岐にわたる設

備がある。これらは，メルローズ・センターの登

録者であれば，予約を取って無料で使える設備と

なっている。最近では，３Dプリンター等の実習

授業を実験室で行う近隣の学校もあるそうだ。ま

た，図書館利用者以外の一般向けにも有料で場所

を貸出している。2015 年の実績として，センター

内のスタジオ予約は年間 2,100 件あった。制作ス

タジオ等の利用は，年々増えていると話を伺った。

見聞した所感ではあるが，利用者のニーズに応え

て場所を備えることは，もともと要望をしていた

利用者はもちろん，それまで関心が浅かった利用

者に対しても，それらの施設を使用した創作意欲

を掻き立てることにつながっているとのでないか

と感じた。最新の機器備品の導入により，図書館

が，新たな創造の拠点として機能している。 
 

表 2 オーランド公共図書館基本情報 

図６ 図書館入口 

 

図 7 職員による展示 
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図 8－図 11 の引用：

https://www.ocls.info/rooms-studios

（2017-7-18） 
 
サービス面では，図書館に足を運ばなくても，

HP を通じて各種サービスを受けることが出来る 

 

システムが充実していた。もっとも人気があるの

は，資料のホームデリバリーである。独自のシス

テムを使い，アマゾンよりも早く配達することが

可能となっている。その他，約７７万冊の e-books 
などもオンライン閲覧サービスが使用できる。本

館のパソコンエリアでは，レベル別で年間約

2,000 クラスのパソコン教室が開催されている。

さらに生涯学習をテーマとしたイベントやクラス

がひと月に 1,000 回以上開催されていて，その様

子はウェブサイトでも配信されている。イベント

のお知らせ広報については，図書館の HP のみな

らず多くの SNS のアカウントを駆使していた点

が，印象的であった（図 11）。 
図書館の４階は，最も静かな学習スペースで，

司書にマンツーマンで相談ができる“BOOK A 
PRO”専用の部屋（図 12）があった。分野の

専門の司書を予約して相談できるシステムをつ

くることで，レファレンスの質の向上を狙った

ものだという。館内には，注意喚起のサインが

あったが，複数の言語が併用されていたのが印 

図 8 レコーディングスタジオ 

 

図 9 ドライブシミュレーター 

 

図 10 サウンドブース 

図 11 司書とのマンツーマン相談室 

図 12  SNS アカウントの広報 

https://
https://
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象に残った（図 13）。日本の大学図書館にも，海

外からの留学生が多数，在籍している。特に守っ

てほしい基本ルールについては，多言語併記を取

り入れるなどの配慮が必要になると感じた。 

その他の館内施設には，図書館限定グッズを販

売するギフトショップや図書館友の会により運営

されているブックッストアがある。ここでの販売

収益は，図書館のイベント費用に寄付されている。

物理的な空間・設備という外面に加えて，充実し

たプログラムや人的支援などの内面でも「市民の

ニーズに応える図書館」として，新たな役割を担

っていると感じた。 
 
３．その他取り入れたいと思った事例 

ナショナルギャラリーオブアート（National 
Gallery of Art Washington DC） 

美術館を訪問した際に，写真投稿 SNS「インス

タグラム」とコラボした企画が開催されているの

を知った。この美術館では，来館者にお気に入り

の絵を見つけてもらい，ハッシュタグ“#myngadc”
をつけてインスタグラムに投稿することを推奨し

ていた。共通のハッシュタグをつけるとによって，

同じ興味関心を持った人びとがつながり，交流が

生まれる。また，美術館にまだ足を運んでいない

人々にもどんな作品があるか拡散できる。口コミ

と SNS を使ってスマートフォン世代を引き込む

新たな発信方法だと感じた。 
 

議会図書館（Library of Congress） 
トマス・ジェファソン館の展示企画の入口に質 

問が投影されたサイネージがいくつか設置されて 

 
いた（図 14）。質問を投げかけられると答えが気

になり，自然と関心が持てた。この事例により，

人の目につきやすい位置に疑問を問いかけするこ

とで，見てみたくなる展示を演出できることが身

をもって体験できた。 

 
４．さいごに 
米国の図書館を訪問し，大きく印象に残ったの

は，既成概念にとらわれない自由な発想のもと，

様々な企画や設備が提供されていたことである。 
サービス提供側からみると，必要のないあるい

は，やる必要のないことであっても，利用者から

すると必要なことがある。「図書館とはこうあるべ

き」という固定観念から脱却し，利用者志向で様々

なニーズに気付き，応えていく図書館こそが進化

する図書館の姿なのかもしれない。 
 
 
 

図 14 展示入口サイネージ  

図 15 展示ディスプレイ 

図 13 スマホ使用マナー掲示 
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１．図書館概要 
 東北大学附属図書館は本館と 4 つの分館、14
の図書室で構成されており、農学分館はその分館

の一つです。いずれも宮城県仙台市内にあり、市

内 6 つのキャンパスにて各専門分野の図書館とし

て活動しています。このたび紹介する農学分館は

農学・生命科学等の資料を収集する農学系専門図

書館で、蔵書数は約 14 万冊です。 
 東北大学は 2017 年に創立 110 周年を迎えまし

たが、農学分館の歴史は東北大学に農学部が設置

された昭和 22 年（1947）から始まり、70 周年を

迎えた本年 2017 年に新図書館へ移転しました。 
 
２．新図書館建設の背景 
 東北大学では平成 6 年に総合キャンパス構想が

立案されました。これは仙台市内の各キャンパス

に存在する施設の分散化を解消し、大学内での有

機的な連携が容易に行えるように、諸施設を統合

した新キャンパス作りへ向けての検討です。この

構想のなかで、農学分館・農学部のある雨宮キャ

ンパスが移転対象となり、移転先は仙台市内青葉

山地区の宮城県有地にある民営ゴルフ場が候補と

なります。その後十数年かけて移転先の土地利用

や移転元の土地売却などの問題が無事整理される

運びとなり、平成 26 年には農学分館新建物の建

築設計に本格着手します。そして建物は平成 27
年初めに着工して平成 28 年 6 月に竣工し、農学

分館は移転期間を経て、平成 29 年 4 月に新図書

館にて開館することとなりました。 
 
３．新図書館の概要 
 本学では建築設計に先駆けて、平成 18 年頃か

ら新図書館の基本計画の検討を開始していました。

基本コンセプトとしては従来の学習図書館的機能

や研究図書館的機能に加えて、保存図書館的機能

やコモンズ的機能が盛り込まれたことが特色です。

また新キャンパスのシンボル的機能も備えること

となりました。なお学内調整により農学分館単独

の建物ではなく複合施設としての建設となったた

め、図書館の他に講義室、食堂、売店、保健室を

備えることとなります。このことは学生が講義の

合間や食事の前後に図書館へ足を運んでくれるこ

とが期待されるとともに、学生にとっても過ごし

やすいキャンパス環境が提供できているのではな

いかと思われます。 
 建物名称は平成 29 年初めに青葉山コモンズと

命名されました。これは、学び、憩い、交流する、

青葉山新キャンパスの共有地（コモンズ）が由来

です。建物は 2 階建てで全体の総面積は約 1 万㎡

となり、そのうち図書館部分は約 5700 ㎡となり

ます。 
 
４．施設・設備 
 ここからは新図書館内の各フロアやコーナーを

紹介していきます。なお基本コンセプトは「環境 
 

東北大学附属図書館農学分館 
 Tohoku University Agricultural Library 
 

写真１ 青葉山コモンズ外観 
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共生を先導するキャンパスを創造していく」とい

う大枠に沿って計画されていきました。 
１）全体建築プラン 
 ゴルフ場跡地の自然豊かな敷地を生かして、外

観は傾斜地に沿った外形ラインとし、壁面等は彩

度を抑えた色彩計画となっています。内部空間は

木製の格子天井や、傾斜した敷地に合わせたフロ

ア内の段差、光庭を複数個所設けた外光取り込み

などで、周辺の自然環境と調和させた設計となっ

ています。また鉄骨ブレースの効果的な配置によ

り極力壁の量を減らし、大きなワンルームのよう

な場所とすることで互いに刺激しあえる創発的な

場が設けられています。照明設備は全て LED と

なっており、フロアごとの照明色温度計画により、

周辺環境やフロアごとの利用目的に適合した、快

適な照明効果を狙っています。空調は床輻射空調

という方式で、床全体を温めたり冷やしたりする

ことにより冷暖効果を得る方法です。また書庫は

通常エアコンと合わせて、湿度コントロールのた

めにデシカント空調も配備しました。 
 
２）全体フロアプラン 
 新図書館のフロアコンセプトとしては、エント

ランス付近を動きのある賑わいのフロアとし、閲

覧室の奥に行くにしたがって静かな落ち着きのあ

るフロアとなるよう計画しました。具体的には、

エントランス側にあるラーニングコモンズ・エリ

アを、オープンスペースとしてグループワークを

中心に活動できるように計画し、そして閲覧室は、

できるだけパーソナルワークが中心の利用環境と

なるような空間設計と什器配置をしました。また 
什器等の色調も、グループワーク側は活動的な暖 

 
色系に統一し、パーソナルワーク側は思索的な暗

色系に統一するよう配慮しています。そして図書

館全体として計画されたサインを設けることによ

り、統一された雰囲気が醸し出されるよう心掛け

て計画しました。 
 
３）ラーニングコモンズ 
 グループ作業やアクティブラーニングのための

フロアで、特色は飲食可能エリアがあるところで

す。図書館の入館システムの外側に配置され、食

堂とはガラス壁を一枚挟んで隣接したフロアのた

め、食事をとりながら気軽に学習できる場所とな

っています。なお理系の大学院生等は研究室に活

動拠点があると思われますが、そのような利用者

にとってもランチミーティングやゼミ演習、他分

野交流の場所等として利用されているようです。 
 またフロア内にはミーティングスペースを 2 か

所設けてあります。ここは木枠とガラスとロール

スクリーンで、ゆるく、心地よく囲われた空間と

なっており、備付けの天吊りプロジェクターやタ

ッチパネルディスプレイ、壁面ホワイトボードな

どにより少人数グループワークが催されています。 
 またプレゼン用器具類等の貸出も行っています。

開館して間もないですが各種学会やシンポジウム

などでの利用も多数予約されており、知の交流施

設としての役割も担ってきています。 
 
４）パソコンコーナー 
 据置デスクトップパソコンが 20 台と、自動貸

出返却ロッカー内にノートパソコンが 10 台の、

計 30 台を利用者用として提供しています。図書

館内はほぼすべて OA フロアとなっていて座席各

所に電源コンセントを備え、また館内全域で無線

LAN が利用できる環境です。パソコンからの印刷

はコイン式コピー機により可能となっていて、学

生はレポート作成などで利用しています。また大

画面モニタのパソコンスペースではメッシュ状の

低間仕切りで囲われており、教員と学生による電

子ジャーナルの読解指導などが行われるなど、新

たな環境で新たな使われ方もなされてきています。 
 
５）ラウンジ 
 前述のパソコンコーナーとともにナチュラル系 
とグリーン系で色調統一された什器により、落ち 写真２ ラーニングコモンズ 
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着いた雰囲気のエリアです。ここでは気分転換や

思索のためにソファや新聞閲覧席を設け、ラウン

ジ資料を備えています。ラウンジ資料とは図書館

新営に伴って購入した資料群で、農学系の枠を超

えて、異分野からの発想を喚起する図鑑類や、異

なる分野への関心を高める英語入門書などを備え

ています。ラウンジのコンセプトは「ユニバーシ

ティパークからの景観から自然を感じ、思索でき

る場」であり、「様々な知と出会い、異分野からの

発想を促される場」です。 

 
６）閲覧室 
 特色は一人当たりの机上面積を広くしたパーソ

ナルワークデスクです。主に学部上級生や大学院

生といった研究者向けのスペースとなるよう計画

しており、初年次学生が主である図書館本館との

差別化を図っています。農学分館全体の座席数は

約 370 席です。 
 閲覧室内はエリアごとに机、椅子、間仕切りな

どのバリエーションを持たせています。例えば、

入口騒音からの距離、机の広さ、パーテーション

による視線の有無、電気スタンドの種類、などで

エリアの個性を持たせることにより、利用者の各

個性によって居心地の良い場所が選択できるよう

に工夫しています。なお閲覧室内では完全に区切

られた個室はないのですが、一番奥側をサイレン

トエリアとし、サインを掲示しています。 
 閲覧室の書架は、約 20 万冊収容可能な固定書

架を備えています。東日本大震災を踏まえてブレ

ースや書籍落下防止装置等による耐震対策を施し

ました。また閲覧室周囲の開放的な窓は、外には 
廂が、ガラスには UV カットが施されて人と資料 

 
を守りつつ、日中は明るい自然光で閲覧室が包ま 
れています。また天井灯は必要最小限に配置され、

印象的な LED 書架照明によって閲覧室全体の照

度を保つことにより、落ち着きのある空間となっ

ています。 
  
７）自習席 
 2 階と天井の間の 2.5 階に配置されているロフ

トエリアは約 60 席のカウンター式自習席となっ

ています。目の前にゴルフ場跡地であるユニバー

シティパークの豊かな自然が見え、気持ちよく学

習できるフロアです。ここでは多様な座席スタイ

ルを提供すべく、7 種類のデザインが異なる椅子

を配置しています。基本は木製で、肘掛けの有無、

背もたれの高低、座面の広さ、座面素材の多様化

などに留意しつつ、全体として調和のとれた空間

となっていて、利用者に人気のエリアです。 

８）共用書庫 
 電動式集密書架を備えた共用書庫の収容能力は

約 50 万冊です。各キャンパス図書館の書架・閲

覧スペースを増やす役割を持っており、書庫内資

料はリクエストにより各キャンパスにデリバリー

することも可能です。書庫内は学内各館の所蔵比

に準じたエリア分けをしており、デポジットライ

ブラリーとして運用しています。 
 
９）バックヤード 
 特色としては、共用書庫を運用していくにあた

っての十分な広さの荷解室、及びトラックからの

積み下ろし等が容易となるようなサービスヤード

（駐車場）を備えていることです。またスタッフ

休息用のスタッフラウンジも十分な広さを備え、 

写真４ 農学分館自習席 

写真３ 農学分館閲覧室 
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快適な職務空間となっています。 
 
５．資料の状況 
 キャンパス移転にあたって資料の配列や所在グ

ループも、利用者にとってよりアクセスしやすい

ような工夫を行いました。移転前は独自分類・独

自配列で約８つの所在に分かれていた資料群を、

移転を機に図書は NDC 分類へ、雑誌は和洋ごと

のタイトル配列へ約 2 年かけて統合し変更しまし

た。このことによって新図書館では資料へのアク

セス性が高まり、余裕を持った書架空間と相まっ

て魅力的な書棚になっているのではないかと思わ

れます。 
 
６．サービスの状況 
 開館時間は、通常平日 9:00～20:00、休業期間

は平日 9:00～17:00 です。なお本学農学研究科・

農学部に所属の利用者は年中無休で 7:00～24:00
の間、入館できます。入館に際して学生は学生証、

教職員は職員証、その他の方は図書館発行の利用

証で入館可能です。 
  
７．職員の状況 
2017 年 7 月現在の農学分館職員数は、分館長 1
名（教員兼務）、常勤職員 3 名、再雇用職員 1 名、

非常勤職員 2 名です。その他に、夜間カウンター

業務担当の学生アルバイトが、一日に 2 名ずつ勤

務しています。 
 
８．今後の課題 
 新図書館ということもあって、エアコンや照明

などの電気代をはじめ、各種維持費が不透明な状

況です。今後、適切な空調稼働や、清掃契約など、

運用しながら適切な運営費へ調整していくことが

ひとつの課題です。 
 もうひとつの課題は、利用者範囲の拡大です。 
平成 30 年秋には直近の丘の上に約 750 戸のユニ

バーシティハウス（学生寄宿舎）が建設され、入

居を開始する予定となっています。これに伴い現

在の農学研究科・農学部に限定している無人開館

についても、セキュリティとの兼ね合いで利用者

範囲の見直しを検討していくことになるかと思わ

れます。 
 最後は蔵書構築の課題です。移転前は農学研究 

 
科・農学部の資料を中心に収集・構築してきまし

たが、移転後の新キャンパスでは様々な分野の部

局・研究所等にも隣接しているため、利用者ニー

ズと購入予算とを調整していくことが必要になる

と考えています。 
 
９．最後に 
 2017 年 4 月 4 日に開館してから 1 か月間、館

内にメッセージボードを設けて利用者の声を収集

しましたので、その一部を以下にご紹介します。

利用者からはたくさんのメッセージを寄せてもら

うことができ、新図書館立ち上げに携わった職員

としては感涙ものでした。今後も、利用者に愛さ

れる図書館であり続けられるよう努力していきた

いと考えています。 
・とても快適で過ごしやすい！ 絶対リピしま

す！ 星５つです！ 
・毎日通いたくなりました。スタイリッシュ… 
・お洒落で綺麗。ここで勉強して単位とりたい。 
・居心地が良すぎて、家に帰れなくなります… 
・広くてキレイで感動しました！！ 自習スペー

スが広い…。たくさん利用させていただきます♪ 
・すっごく素敵です！！ 窓も広くて入ってくる

光もきれい！ 図書館 LOVE 
・居心地よすぎて、なんだけヘラヘラしてしまい

ます。３F のカウンター席の椅子、いくつも種類

があって、どれもおしゃれで、ホントに素敵なイ

ンテリアですね 
・雰囲気もとてもよく、通いたい図書館だなと思

いました。 
・空間が広くて嬉しいです。色調もとても落ち着

きます。本がギュウギュウでないととても読みや

すい（手に取りやすい）たくさん学びたくなっち

ゃう！ 
・住みたい。 
 
＜図書館所在地＞ 
〒980-0845 宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉

468-1 青葉山コモンズ内 
http://www.library.tohoku.ac.jp/agr/ 
（東北大学附属図書館農学分館図書係） 
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【縞萎縮病に強い小麦新品種「タマイズミR」】 

農研機構次世代作物開発研究センターは、多

収で中華麺適性の優れた小麦品種「タマイズミ」

を改良し、コムギ縞萎縮病に強くした新品種「タ

マイズミR」を育成。関東・東海などの温暖地で

の栽培に適しています。「タマイズミR」のコム

ギ縞萎縮病への抵抗性は「強」で、タマイズミ

の「やや弱」に比べて明らかに強く、コムギ縞

萎縮病の発生している畑で「タマイズミ」より

多収となります。その他の栽培特性、および中

華麺への適性は「タマイズミ」とほぼ同じです。 

平成31年から三重県にて一般栽培が開始され

る予定で、1,000ha程度の普及が見込まれていま

す。 

情報源：農研機構次世代作物開発研究センタ

ー（プレスリリース） 

平成29年5月18日 

 

【抹茶や粉末茶に適した緑茶用品種「せいめ

い」】 

 高品質な抹茶や粉末茶の原料には、収穫前に2

週間以上茶樹を覆う「被覆栽培」を行った新芽

が用いられます。農研機構は、被覆栽培におけ

る収量と製茶品質に優れた緑茶用品種「せいめ

い」を育成。緑茶用の主要品種である「やぶき

た」や「さえみどり」よりも被覆栽培における

収量が高く、色合いと旨味に優れた抹茶や粉末

茶、かぶせ茶を製造できます。「さえみどり」

よりも耐寒性に優れるため栽培適地が広く、関

東以南で栽培できます。需要が急増している抹

茶や粉末茶用の高品質な原料を提供することで、

日本産緑茶のブランド力強化と需要拡大に貢献

します。 

 情報源：農研機構果樹茶業研究部門（プレス

リリース） 

平成29年5月23日 

 

 

 

 

 

【味を感知する受容体のセンサー領域の立体

構造を初めて解明】 

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科らの共同

研究グループは、口の中で味物質の感知を担う

味覚受容体タンパク質について、受容体の主要

部分である細胞外のセンサー領域が、味物質を

結合している状態の構造を解明することに成功。

五感を担うセンサータンパク質のうち、味覚の

受容体の立体構造が明らかになったのは、これ

が初めて。味覚受容では、食物に含まれるさま

ざまな化学物質を、限られた種類の受容体で認

識することから、味覚受容体は、特定の化学物

質を厳密に見分けるセンサーではなく、比較的

幅広い化学物質を認識できるセンサーであると

いう特徴があります。研究グループは、大型放

射光施設 SPring-8 を用いて解析を行い、味覚

受容体が持つ味物質結合ポケットの特徴ある構

造が、多様な味物質の認識を可能にしているこ

とを解明。本研究成果は、味覚受容の最初の反

応である、受容体と味物質との相互作用を原子

レベルで初めて捉えたものであり、味覚の仕組

みを理解する重要な一歩になるとともに、新し

い味物質の開発などにもつながると期待されま

す。 

情報源：岡山大学大学院医歯薬学総合研究科

（薬）プレスリリース） 

平成29年5月22日 

 

【放射性セシウムを吸収しにくい水稲の開発

に成功】 

 農地土壌から作物への放射性セシウムの移行

を低減するために、水稲では、カリ肥料の増肥

(カリ増肥4))が効果的な対策として実施されて

います。一方、長期にわたって、省力的かつ低

コストで行える新たな低減対策も生産現場から

求められています。そこで農研機構は、イオン

ビーム照射による突然変異法により、放射性セ 

平成 29 年 4 月から 6 月に発表された図書館員に役立ちそうな情報を掲載します。業務の一

助にお使いください。記事の情報源はそれぞれの項目ごとに明示してあります。 
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シウムを吸収しにくいコシヒカリ(Cs低吸収コ

シヒカリ)を開発。Cs低吸収コシヒカリを、放射

性セシウムを含む水田で栽培した場合、コメの

放射性セシウム濃度はコシヒカリの半分に減少。

Cs低吸収コシヒカリにおいて、コメの放射性セ

シウム濃度が低下したキー(鍵)となる遺伝子を

岩手生物工学研究センターとの共同研究で特定

しました。この遺伝子は、イネ根のナトリウム

排出に関与するタンパク質リン酸化酵素遺伝子

(OsSOS2;オーエスエスオーエスツー)が変異し

たもの。この変異が原因で、Cs低吸収コシヒカ

リは根のセシウム吸収がコシヒカリに比べて、

抑制されていました。Cs低吸収コシヒカリの生

育特性や収量はコシヒカリとほぼ同等で、コシ

ヒカリと同じ方法で栽培できます。また食味も

コシヒカリとほぼ同等です。セシウム吸収を抑

制する遺伝子(OsSOS2の変異)を簡易に検出でき

るDNAマーカー5)を開発。このDNAマーカーの活

用により、コシヒカリ以外の品種にも放射性セ

シウムを吸収しにくい性質を効率良く付与する

ことができます。 

 情報源：農研機構農業環境変動研究センター

（プレスリリース） 

平成29年5月31日 

 

【アスパラガス茎枯病の抵抗性に関与する遺

伝子群を特定-日本固有種ハマタマボウキを用

いた世界初の茎枯病抵抗性品種育成が期待さ

れる-】 

 アスパラガス茎枯病は、西南暖地の露地産地

を壊滅状態に追い込んだ難防除病害であり、食

用アスパラガスには茎枯病抵抗性の品種がなく、

現在は薬剤防除に頼っているが完全に発病を防

ぐのは非常に困難。茎枯病感受性の食用アスパ

ラガスと茎枯病抵抗性のハマタマボウキを用い、

茎枯病菌感染によって発現誘導される遺伝子群

を網羅的に比較解析した結果、茎枯病抵抗性に

関与する遺伝子群を特定した。本研究成果は世

界初の茎枯病抵抗性アスパラガス品種の育成に

貢献することが期待され、茎枯病抵抗性アスパ

ラガス品種が育成されると、現在行われている

殺菌剤の散布回数を減らすことができ、国産ア

スパラガスの生産コストと生産労力を劇的に削 

 

減できる可能性がある。 

情報源：東北大学大学院生命科学研究科（プ

レスリリース） 

平成29年6月2日 

 

【化粧品材料などを作る新たな遺伝子組換え

カイコの作出】 

カイコは繭を作る際に、後部絹糸腺でフィブ

ロインというタンパク質を、中部絹糸腺でセリ

シンと呼ばれるタンパク質を作ります。後部絹

糸腺で作られたフィブロインは中部絹糸腺に送

られ、フィブロインの周りがセリシンによって

コートされ、前部絹糸腺に送られ、さらに吐糸

口と呼ばれる所から糸が吐き出されます。繭か

ら糸を引く際、アルカリ性のお湯で繭を煮るこ

とでセリシンを溶かします。これにより、フィ

ブロインからできたシルクを引くことができま

す。これが製糸です。セリシンは、非常に保水

力が高く、化粧品の材料として使われています。

しかし、繭をお湯で煮る際に、このセリシンが

分解されてしまうために製糸の時に取り出され

たセリシンは本来の保水力を失ってしまいます。 

 本学応用生物学系小谷英治准教授らは、モン

シロチョウが持つピエリシンのホモログをカイ

コの後部絹糸腺で作らせることで、フィブロイ

ンを作らず、セリシンのみの糸を吐く遺伝子組

換えカイコの作出に成功。これにより、温和な

条件で、保水力に優れたセリシンを取り出すこ

とができるようになりました。このセリシンは、

ゲルやスポンジなどに加工しやすく、ES細胞や

iPS細胞の培養やそれらの幹細胞から様々な細

胞へ分化させるのにも優れた特性を持つことが

わかりました。 

情報源：国立大学法人京都工芸繊維大学（プ

レスリリース） 

平成29年6月13日 

 

【製パン適性に優れた寒冷地向け小麦新品種

「夏黄金」】 

 東北・北陸地域における現在のパン用主力品

種「ゆきちから」は、食パン等に使われる強力

小麦と比べるとパン生地の力がやや弱い準強力

小麦のため、食パンの製造が難しいなど製造で 
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きるパンの種類が限定される欠点がありました。  

そこで農研機構は、たんぱく質の組成を改良し

てパン生地の力を強くした新品種「夏黄金」を

作出。食パンを始め、様々な種類のパン製造に

適しています。さらに「夏黄金」は、「ゆきち

から」よりも穂発芽しにくく、赤かび病にやや

強い品種です。積雪の多い東北・北陸地域の平

坦地での栽培に適しています。「夏黄金」の小

麦粉や加工品は、平成31年から本格的に販売さ

れる予定。 

 情報源：農研機構東北農業研究センター（プ

レスリリース） 

平成29年6月13日 

 

【西南暖地に向く早生モモ新品種「さくひめ」】 

 日本の主要なモモ品種が春に正常に開花する

ためには、冬に一定時間以上、低温にさらされ

る必要がありますが、今後温暖化が進行すると、

冬の低温が不十分となり、モモの生産が不安定

になる産地があると見込まれています。このよ

うな地域でモモ生産を継続するために、低温に

さらされる時間が短くても正常に開花する品種

が求められています。農研機構は、開花に必要

な低温にさらされる時間(低温要求時間2))が日

本の主要品種の約半分に短縮されたモモ新品種

「さくひめ」を育成。温暖化により冬の気温が

高くても、安定した開花と結実が見込めること

から、モモの安定生産に貢献します。果実の大

きさや糖度は、早生の主要品種である「日川白

鳳」と同等で、「日川白鳳」よりも5日ほど早く

成熟します。全国で栽培可能で、早生品種の栽

培割合の高い西日本の産地を中心に普及が期待

されます。苗木は平成29年秋より販売される見

込みです。 

 情報源：農研機構果樹茶業研究部門（プレス

リリース） 

平成29年6月28日 

 

【超高齢社会と図書館について調査】 

平成28年度に国立国会図書館が実施した、超

高齢社会と図書館に関する調査研究の報告書を

公開。 

URL: http://current.ndl.go.jp/report/no16 

 

調査の概要 

3機関の高齢者サービスについて文献調査や現

地調査などによるケーススタディと、図書館を

あまり利用しない人も含めた高齢者20名にイン

タビュー調査を実施。 

調査結果 

＜ケーススタディ＞ 

図書館における高齢者サービスの先進的事例に

ついて、その概要や、実施するに至った経緯な

どを紹介。 

・高齢者が活躍する場としての図書館（横浜市

立都筑図書館のボランティア団体「つづき図書

館ファン倶楽部」） 

・図書館からアプローチする認知症支援（川崎

市立宮前図書館） 

・福祉行政からアプローチする認知症支援（日

向市大王谷コミュニティセンター図書室（宮崎

県）） 

＜高齢者へのインタビュー調査＞ 

 高齢者の図書館利⽤の現状について、次の点が

明らかになりました。 

・高齢者の日常行動や図書館利用の目的・形態

などが非常に多様である 

・図書館への物理的なアクセス手段が変化して

おり、配慮が必要である 

・図書館の資料・情報へのアクセスに対するニ

ーズがある 

・場としての図書館に対するニーズがある 

・認知症に対して高い関心をもっている 

・主体的に社会参加することを望んでいる 

 情報源：国立国会図書館（プレスリリース） 

平成29年6月7日 

 

【CiNiiに収録されていた論⽤データを、国立

国会図書館が収集・保存・公開】 

国立国会図書館（NDL）と大学共同利用機関法

人 情報・システム研究機構 国立情報学研究所

（NII）は、NII による学協会を対象とした論文

の電子化・公開サービス「電子図書館事業」

（NII-ELS）の終了にともない、NII の「CiNii 

Articles」で提供されていたそれらの論文デー

タの長期保存と公開のために連携して取り組む

ことになりました。NDLは、これら論文データの 
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うち、以下のものを収集・保存・公開します（約 

380 誌・100 万件）。 

学協会が NDL による収集・保存・公開を希

望する論文 

発行終了あるいは編集元の解散等の理由に

より、学協会等から公開が行われない論文 

このうち、第一弾となる 29 誌・5149 件の論

文データを「国立国会図書館デジタルコレクシ

ョン」に移行し、6月22日に公開を開始。CiNii 

Articles の検索結果からも、リンクをたどって

これらの論文データを見られるようになってい

ます。そのほかの論文についても、必要な準備

が整ったものから、NDLが収集・保存し、「国立

国会図書館デジタルコレクション」で順次公開。 

情報源：国立国会図書館（プレスリリース） 

平成29年6月22日 
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事務局報告  
 
 

平成 29 年度第 2 回理事会議事録 

日 時：平成 29 年 6 月 3 日（土） 通常総会

終了後 

場 所：明治大学中央図書館資料室 

出席者：長塚理事、惟村理事、田沼理事、木      

村理事、尾崎理事、野口理事、安井理事、東

盛理事 上田事務局員 

欠席者：三井理事 

（議 題） 

１．次期運営体制について 

 事務局より、29 年度運営体制（案）が示さ

れ、審議した結果、出席理事全員が、これを

承認した。 

２．創立 50 周年記念事業の取り組み 

 第 1 回理事会での検討を踏まえ、参加者の

規模を精査し実施を検討することとした。 

 

利活動法人日本農学図書館協議会 

平成 29 年度通常総会議事録 

１ 日 時 平成 29 年 6 月 3 日（土） 

 午前 11 時から午後 12 時まで 

２ 場 所 明治大学中央図書館資料室 

 東京都千代田区神田駿河台 1-1 

３ 正会員総数 86 名 

４ 出席者数  54名（うち書面表決 45名） 

５ 審議事項 

 （1）第 1 号議案 議長の選任 

 （2）第 2 号議案 平成 28 年度事業報告 

 （3）第 3 号議案 平成 28 年度決算報告及

び監査報告 

 （4）第 4号議案 平成 29年度事業計画（案） 

 （5）第 5号議案 平成 29年度収支予算（案） 

（6）第 6 号議案 理事選任報告 

６ 議事の経過の概要及び議決の結果 

 正会員総数 86 名のうち、54 名出席（うち

書面表決者 45 名）と定款 28 条に規定する総

会の定足数を満たしており、総会は成立した

ことを表明した。 

（1）第 1 号議案 議長の選任 

 司会より、木村博氏を指名し、全員異議な

くこれを承認した。 

 

 

（2）第 2 号議案 平成 28 年度事業報告 

 議長より、平成 28 年度事業報告案を配布し、

詳細に審議したところ、全員異議なくこれを

承認した。 

（3）第 3 号議案 平成 28 年度決算報告及び

監査報告 

 議長より、平成 28 年度決算報告案及び監査

報告を配布し、詳細に審議したところ、   

全員異議なくこれを承認した。 

（4）第 4 号議案 平成 29 年度事業計画（案） 

 議長より、平成 29 年度事業計画（案）を配

布し、詳細に審議したところ、全員異議なく

これを承認した。 

（5）第 5 号議案 平成 29 年度収支予算（案） 

 議長より、平成 29 年度予算（案）を配布し、

詳細に審議したところ、学生会員拡大方策を

検討する必要がある等の補強意見があり、補

強意見を含め全員異議なくこれを承認した。 

（6）第 6 号議案 次期理事選任の報告 

 議長より、次期理事選任の報告書を配布し、

全員異議なくこれを承認した。 

７ 議事録署名人の選任に関する事項 

 議長より本日の議事をまとめるに当たり、

議事録署名人２名を選任することを諮り、野

口昌之氏及び尾﨑聖太郎氏を選任することを

全員異議なく承認した。 
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【概 要】 

 平成 28 年度の普及事業は、会誌の刊行及び

セミナー・見学会の開催を年間計画に基づき

実施した。委託事業は、前年に引き続き日科

情報（株）からの受注及び、新たに麻布大学

から「いのちの博物館データベース構築」事

業を受注した。 

１．普及事業 

１）会誌刊行 

 本年度は、2 回の編集委員会を明治大学中

央図書館（駿河台）で開催。第 2 回編集委員

会において「2017 年度編集計画」を策定した。

本年度の会誌は、182 号（6 月 1 日）から 185

号（3 月 1 日）の 4 号を発行した。 

２）セミナー・見学会 

 7 月にセミナー委員会を東京農業大学図書

館で開催した。委員会での検討結果に基づき、

「謎多きウナギの生態：近年の取り組みと成

果について」をテーマにセミナー・見学会を

中央水産研究所で開催し、14 名が参加した。 

３）ホームページの充実・強化 

 お知らせ情報の追加を行った。 

２．調査研究事業  

特段の取り組みはなかった。 

３．国際交流事業 

特段の取り組みはなかった。 

４．受託事業 

 本年度の「抄録・索引作成および日科辞デ

ータ整備事業」は、前年に引き続き日科情報

より受託し、受託件数も順調に推移した。前

年度と同様、抄録・索引作成者の高齢化問題

が顕在化している。 

 麻布大学より、「いのちの博物館データベー

ス構築」事業を受託した。データベース構築

には、FileMaker を使用した。データベース

は、トップ画面、標本資料一覧、基本データ、

詳細データのテーブルを設定し、リレーショ

ンした。総フィールド数は 67 項目。2 月末に 

納品した。 

５．会員について 

 2016 年 4 月の農研機構組織改革により、傘

下の研究所の脱会が見られた。団体会員（B

会員）の申し込みが 1 件あった。 

 

＜主な活動＞ 

4 月 11 日 （株）日科情報挨拶 

4 月 14 日 会計監査 

4 月 19 日 麻布大学挨拶 

5 月 28 日 通常総会・第 1 回理事会 

6 月 13 日 麻布大学と協議 

6 月 21 日 麻布大学と協議 

6 月 27 日 （株）日科情報打ち合わせ 

7 月 9 日  セミナー委員会 

7 月 21 日 三役会議 

7 月 29 日 麻布大学と協議 

8 月 25 日 第 1 回編集委員会 

9 月 8 日   麻布大学と協議 

11 月 8 日 第 18 回図書館総合展見学 

12 月 13 日 セミナー＆見学会開の開催 

12 月 26 日 麻布大学委託事業打ち合わせ 

1 月 17 日 麻布大学委託事業打ち合わせ 

1 月 30 日 麻布大学業務打ち合わせ 

2 月 6 日 麻布大学業務打ち合わせ 

2 月 13 日 麻布大学業務打ち合わせ 

2 月 21 日 麻布大学業務打ち合わせ 

2 月 27 日 第 2 回編集委員会 

3 月 18 日 第 2 回理事会 

 

 

 

 

 

特定非営利活動法人日本農学図書館協議会 

第 14 回通常総会 

Ⅰ 平成 28 年度事業報告 
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Ⅱ 平成 28 年度会計報告 
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１．普及事業 

１）会誌の刊行 

年間編集計画に基づき年 4 回刊行し、掲載

内容の充実化を図ります。 

２）セミナー・見学会の開催 

年間計画に基づき、情報技術等に関する農

学図書館情報セミナー、大学図書館、民間企

業の見学会を開催します。 

３）ホームページの充実･強化 

ホームページ・コンテンツ等の充実に努め

ます。また、役員･会員の協力を得て運営しま

す。 

２．調査研究事業 

農学情報ツールの開発課題について検討を

行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．国際交流事業 

海外の農学系関連団体との交流を検討しま

す。 

４．受託事業 

１）抄録･索引作成および日科辞データ整備事

業（継続） 

日科情報（株）から受託し、抄録･索引作成

等の事業に取り組みます。 

２）その他 

新規委託事業の獲得に努めます。 

５．創設 50 周年記念事業の推進 

 本年度は農図協創設 50 周年に当たるため、

実施する事業にその旨を記すとともに、50 周

年記念に相応しい事業を企画します。 

６．会員拡大 

役員を中心に会員の拡大に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 平成２９年度事業計画 

平成 28 年度の事業結果を踏まえ、平成 29 年度はつぎの事業を実施します。 
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（主な取組み）  

 

平成 29 年度第 1 回編集委員会 

日 時：平成 29 年 6 月 20 日（火） 

18：00～19：00 

会 場：明治大学駿河台キャンパス中央図

書館資料室 

（議 題） 

１. 29 年度会誌編集計画の追加検討 

２．50 周年記念号の検討 

３．その他 

 

平成 29 年度第 1 回セミナー委員会 

日 時：2017 年 7 月 29 日（土） 

 10:00～11：30 

場所：東京農業大学図書館 

（議 題） 

１．2017 年度セミナー・見学会の課題検討 

    ２．その他 
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日本農学図書館協議会誌 投稿要領 

１ 趣 旨 

この要領は、日本農学図書館協議会誌の投稿に

関する取り扱いについて定めるものとする。 

２ 投稿者の資格 

本誌に投稿できる者は、農学系図書館の活動に

賛同する者とする。 

３ 執筆及び投稿要領 

原稿執筆に当たっては、本要領及び別に定める

原稿執筆要領に従うものとする。 

４ 投稿原稿の取り扱い 

（1）投稿原稿は会誌編集委員会においてその採否

を決定する。 

（2）投稿された原稿は、原則として返却しない。 

５ 謝礼 

（1）執筆者には、原稿が掲載された「日本農学図

書館協議会誌」を３部贈呈する。 

（2）投稿及び依頼原稿の稿料は別に定める。 

６ 著作権 

（1）本誌に掲載する著作物の著作権は、日本農学

図書館協議会に帰属する。 

（2）執筆者自身が当該著作物の再利用を希望する

場合、日本農学図書館協議会は、再利用が学術研

究及び農学図書館業務改善の進展に資するもので

ある場合は、これを認めることがある。 

（3）第三者から、論文の複製及び転載などに関す

る許諾の要請があり、日本農学図書館協議会が必

要と認めた場合は、許諾することがある。 

７ 個人情報 

編集の過程において入手した個人情報は、本誌

の編集刊行に関する活動以外の目的には使用しな

い。 

（附則）この投稿要領は、平成27年8月1日より施

行する。 

 

 

 

 

 

 

日本農学図書館協議会誌 原稿執筆要領 

１ 趣 旨 

この要領は、日本農学図書館協議会誌の投稿執

筆に関する事項を定めるものとする。 

２ 投稿原稿は、次の要領で作成し提出する。 

（1）原稿の受付は、随時とする。 

（2）原稿は、Ｗｏｒｄ形式もしくはテキスト形式

を使用し、横書きで10,000字程度（図表･写真は1

枚当たり250文字換算）とする。また、図表も原則

として、電子化したデータで提出するものとする。

刷り上りは4ページ程度を想定する。 

（3）文中の見出し番号の表記は、１．１）①とす

る。 

（4）図表の見出しは、図１及び表１とし、図の下

および表の上に記したうえで、挿入箇所を本文欄

外に指示する。 

（5）注記もしくは引用文献等は、本文の該当個所

右肩に1)と記し、原稿の末尾にまとめて記載する。

なお、記載例は①及び②の通りとする。 

① 編著者名『書名』（シリーズ名）出版社、出

版年（西暦）、引用ページ 

② 執筆者名「論文名」『雑誌名』巻号、発行年

月、引用ページ 

（6）原稿には、表題及び英文タイトル、執筆者氏

名及びローマ字名、所属機関の英文名を添付する。 

（7）原稿の提出は下記宛てとし、日本農学図書館

協議会事務局が受領した日をもって原稿受付日と

する。 

〒156-8502 東京都世田谷区桜ヶ丘1-1-1 

東京農業大学 教職・学術情報課程内 

NPO法人 日本農学図書館協議会事務局 

TEL.FAX.03-3408-5077 jaald@nifty.com 

（8）執筆者の校正は、1回を原則とする。 

（9）「別刷」を希望する者は、校正の際に必要部

数を日本農学図書館協議会事務局に連絡すること。 

なお、経費（実費）については、本人の負担とす

る。 

（附則）この投稿要領は、平成 27年 8月 1日より

施行する 

NPO 法人日本農学図書館協議会では、投稿要領及び執筆要領を新たに規定し、読者の皆様に積極

的に投稿していただくための環境を整えました。当面する図書館の課題や日常の図書館員の声など、

自由にご投稿していただくことを願っています。ご不明な点は事務局までお問い合わせください。 

【問い合わせ先】℡：03-3408-5077 E-mail:jaald@nifty.com 
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